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・Panasonic LUMIX DMC-FT4：36゜44′26″8399, 
138°04′20″8900 
・Garmin Oregon450：36゜44′26″60, 138°04′20″05 
以上のように、GPS機能付きコンパクトデジタル
カメラを用いて、ツキノワグマが林冠部にクマ棚を
作った樹木の地理的空間分布と、クマ棚形成に関す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
る特徴（樹木の種類、クマ棚形成の時期、および樹
木1個体あたりのクマ棚形成数）を収集・モニタリン
グする手法を開発することができた。また、本研究
では、NPO に所属する研究協力者および森林を舞
台としたエコツアーのインストラクターを調査協力
者としたが、本研究において作成した「クマ棚モニ
タリング調査マニュアル（ver.1）」をもとに、今後
は、一般市民モニターに調査を依頼する体制づくり
も整えることができた。クマ棚に関する広域のデー
タと樹木の基礎情報を収集することができれば、ク
マ棚を取り巻く森林生態系の生物間相互作用に関す
る新しい研究領域の発展に貢献できると考えている。 
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